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議
員
　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
社

会
的
孤
立
を
解
決
す
る
基
盤
と
な
る
取

組
み
と
考
え
る
。
市
の
現
状
の
取
組
み

と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長

　

当
市
の
現
状
の
取
組
み
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

は
市
町
村
の
任
意
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
当
市
は
事
業
へ
の
取
組

み
を
実
施
し
て
い
な
い
が
、
事
業
の
必

須
条
件
で
あ
る
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

は
、
福
祉
事
務
所
機
構
内
に
お
い
て
、

縦
割
り
制
度
に
横
串
を
刺
し
て
、
分
野

横
断
的
に
各
相
談
支
援
関
係
機
関
間
で

互
い
に
情
報
共
有
し
、
問
題
、
課
題
の

解
決
に
向
け
て
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
事
業
の
実
施
に
向
け
た
検
討
は
行
っ

て
な
い
が
、
課
題
を
整
理
し
つ
つ
、
必

要
に
応
じ
て
庁
内
関
係
各
課
と
本
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　

孤
独
・
孤
立
対
策
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
す
る
社

会
的
孤
立
の
防
止
策
の
抜
本
的
な
強
化

に
向
け
て
全
庁
的
な
対
策
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
孤
独
・
孤

立
対
策
は
全
庁
的
に
取
組
む
べ
き
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

福
祉
部
長

　

高
齢
化
の
進
展
に
お
け
る
多
種
多
様

な
取
組
み
を
軸
と
し
つ
つ
、
家
族
に
関

す
る
他
分
野
の
問
題
も
庁
内
関
係
各
課

と
連
携
の
も
と
、
福
祉
事
務
所
機
構
内

で
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
実
践
し
て

い
る
。
今
後
も
庁
内
は
も
と
よ
り
地
域

福
祉
の
中
心
的
担
い
手
と
な
る
地
域
運

営
組
織
及
び
団
体
や
福
祉
関
係
民
間
事

業
所
と
も
協
力
し
つ
つ
、
多
面
的
な
支

援
体
制
の
強
化
に
努
め
、
安
定
的
、
継

続
的
な
政
策
の
推
進
を
実
践
し
て
い
き

た
い
。
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常
総
市
地
域
福
祉
計
画
の
基
本
目
標

に
あ
る
、
た
め
に
な
る
福
祉
の
ま
ち
、

頼
り
に
な
る
福
祉
の
ま
ち
、
助
け
合
う

福
祉
の
ま
ち
の
三
つ
の
『
た
』
、
３

『
た
』(

サ
ン
タ)

の
福
祉
の
ま
ち
常
総

市
に
な
る
こ
と
を
念
願
す
る
。

多
面
的
な
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
、
安
定

的
、
継
続
的
な
政
策
の
推
進
を
し
て
い
く

答 弁

常
総
市
に
お
け
る
孤
独
・
孤
立
対
策

の
強
化
に
つ
い
て

質問

議
員
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
り
、
外
食
産
業
の
低
迷
が
長
期
化

し
、
主
食
米
需
要
が
全
国
的
に
減
少
し

て
い
る
。
在
庫
量
も
大
幅
に
増
加
し
、

米
価
が
大
暴
落
し
た
た
め
、
米
作
農
家

の
収
益
も
大
幅
に
減
少
し
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
い
て
い
る
。
多
く
の
自
治
体

で
は
様
々
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
が

当
市
の
支
援
策
は
。

産
業
振
興
部
長

　

市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
は
、
令
和

４
年
度
予
算
に
農
作
物
の
価
格
低
下
を

含
め
た
収
入
減
少
を
補
填
す
る
収
入
保

険
の
保
険
料
の
一
部
補
助
を
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
た

農
業
者
へ
の
経
費
の
一
部
支
援
、
具
体

的
に
は
農
業
資
材
や
肥
料
等
に
係
る
経

費
の
支
援
や
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
と

い
っ
た
転
換
作
物
へ
の
拡
充
補
助
を
検

討
し
て
い
く
。

議
員
　

こ
の
対
策
で
は
、
当
市
の
多
く
の
農

家
は
支
援
対
象
外
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
ま
ま
で
は
農
業
意
欲
を
喪
失

し
、
離
農
が
進
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
実
効
性
の
あ
る
経
営
安
定

策
の
支
援
と
積
極
的
な
事
業
拡
大
喚
起

策
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
農
地
の
集
約
を
妨
げ
て
い
る

問
題
の
一
つ
に
極
小
農
地
、
不
整
形
の

う
ち
の
境
界
杭
が
あ
る
。
地
上
杭
を
無

く
す
こ
と
が
で
き
る
、
地
中
マ
ー
カ
ー

杭
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
部
長

　

地
中
マ
ー
カ
ー
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
導
の

も
と
、
地
中
マ
ー
カ
ー
杭
の
設
置
に
関

す
る
知
識
・
技
術
を
指
導
い
た
だ
き
、

大
塚
戸
町
に
て
地
権
者
、
耕
作
者
で
あ

る
担
い
手
と
協
力
し
て
、
地
中
マ
ー
カ

ー
を
入
れ
た
集
積
事
業
を
行
っ
た
。
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
不
整
脈
な
農
地
や
耕

作
し
に
く
い
農
地
の
畦
畔
や
境
界
杭
を

取
除
き
、
農
地
を
一
体
的
に
面
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
、
農
地
の
集
約
が
し
や

す
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
中
マ
ー
カ

ー
の
活
用
は
有
効
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
農
地
復
元
に
必
要
な
マ
ー
カ
ー
杭

の
探
知
機
等
に
つ
い
て
は
、
中
間
管
理

機
構
か
ら
借
用
が
可
能
で
あ
る
。

議
員
　

地
中
マ
ー
カ
ー
杭
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
座
標
を

併
用
す
る
こ
と
で
、
集
積
・
集
約
の
手

助
け
に
な
る
。

主
食
米
作
付
け
農
家
へ
の
支
援
に

つ
い
て

質問

国
県
な
ど
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
支
援
す
る

答 弁

【重層的支援体制整備事業】地域住民の抱える課題が複雑化、複合化する中、従来の支援体制では課題があるため、
高齢や障がい、困窮など属性や世代を問わず、包括的な支援体制の構築を市町村が創意工夫をもって円滑に実施で
きる仕組みとすることから、社会福祉法が改正され、令和 3年４月に施行された。
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